
 

１．多様な暮らしや働き方に関する調査結果（市民） 

（１）調査の実施概要 

１ 

 

１）調査の目的 

男女共同参画に関する市民の意識や実態を把握するとともに、令和８年度策定予定

の「第４次浦添市男女共同参画行動計画」を検討するための基礎資料として活用する

ことを目的に実施した。 

 

２）調査の実施方法・結果 

対象者 20〜69 歳の浦添市⺠（71,690 名） 
サンプルサイズ 2,000 件 
抽出方法 住⺠基本台帳を基にした層化無作為抽出法 
実施方法 郵送による配布・回収に加えて WEB 回答を併用 
調査期間 令和７年 12 月 19 ⽇〜令和８年１月 13 ⽇ 
有効回収数・率 527 件・26.4％ 

３）調査票 （一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査票・調査報告書は浦添市ホームページで公開

しています。 



 

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

２ 

１）男女平等に関する意識について 

問１ あなたは、次にあげるア～クの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

あなたの考えに近い選択肢（番号）を選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

    選択肢 

 

 

 

項目 

男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る 

平
等
に
な
⻒
て
い

る ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

ア 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ 地域活動・社会活動の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ 法律や制度上での扱い １ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ 社会通念・慣習・しきたりなど １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ク 社会全体でみた場合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

10.6 

10.8 

2.6 

27.8 

13.7 

27.2 

14.2 

②

30.0 

26.3 

8.3 

23.0 

41.3 

26.2 

40.7 

44.9 

③

36.5 

38.7 

47.3 

34.4 

11.8 

25.0 

11.2 

16.1 

④

4.8 

7.0 

2.4 

2.8 

1.1 

5.3 

2.4 

3.5 

⑤

3.0 

3.6 

1.6 

1.7 

0.7 

3.1 

0.4 

2.1 

⑥

13.6 

11.5 

34.2 

27.9 

12.6 

21.7 

13.1 

14.7 

無回答

1.5 

2.1 

3.6 

5.6 

4.8 

5.0 

4.9 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

凡例

ア 家庭生活

イ 職場

ウ 学校教育の場

エ 地域活動・社会教育の場

オ 政治の場

カ 法律や制度上

キ 社会通念・慣習・しきたりなど

ク 社会全体

①男性のほうが優遇されている ②どちらかといえば男性が優遇されている

③平等になっている ④どちらかといえば女性のほうが優遇されている

⑤女性のほうが優遇されている ⑥わからない

無回答

⻆
男
性
優
遇
⻇
が
高
い
傾
向 

各分野における男女の地位をみると、「ウ 学校教育の場」に関しては「平等になっている」が

47.3％と約５割を占めている。一方で、「オ 政治の場」「キ 社会通念・慣習・しきたりなど」「ク 社

会全体でみた場合」においては、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」＋「どちらかといえば

男性の方が優遇されている」）が約 60～70％と高い傾向となっている。 



 

①

21.2 

2.0 

11.7 

1.2 

1.9 

29.7 

10.1 

②

32.8 

4.5 

11.8 

2.2 

2.0 

2.6 

12.0 

16.7 

③

34.2 

25.2 

25.3 

29.8 

17.0 

40.7 

32.7 

55.0 

④

3.9 

43.7 

12.8 

27.4 

15.5 

19.0 

3.1 

7.1 

⑤

3.0 

19.9 

31.6 

16.0 

11.7 

9.0 

2.9 

4.5 

⑥

1.1 

1.0 

3.1 

20.2 

47.9 

21.9 

15.2 

2.7 

無回答

3.8 

3.8 

3.6 

4.5 

4.9 

4.8 

4.4 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

凡例

ア 家計を支える（生活費をかせぐ）

イ 家事をする（掃除・洗濯・炊事）

ウ 家計の管理

エ 子どもの世話・しつけ

オ 病人・老親の世話（介護）

カ 子どもの教育方針・進学の決定

キ 高額商品の購入（不動産等）

ク 家庭の問題の最終的な決定

①主に夫が行う ②主に夫が行い、妻が一部分担 ③夫と妻が同じ程度分担

④主に妻が行い、夫が一部分担 ⑤主に妻が行う ⑥その他または非該当

無回答

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

３ 

２）家庭生活について 

問２ あなたの家庭では、ア～クの家庭内の事柄を主にどなたが行っていますか。 

  ア～クについて、あてはまる選択肢（番号）を選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者（またはパートナー）がいる回答者の家庭生活における役割をみると、「ク 家庭の問題の最

終的な決定」に関しては、「夫と妻が同じ程度分担」が 55.0％と５割以上を占めている。一方で、

「イ 家事をする（掃除・洗濯・炊事）」は『妻の役割』（「主に妻が行い、夫が一部分担」＋「主に妻が行

う」）のほうが＋57 ポイント高く、「ア 家計を支える」は『夫の役割』（「主に夫が行う」＋「主に夫が

行い、妻が一部分担」）のほうが＋47 ポイント高くなっている。 



 

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

問３ あなたは、現在の家庭内の役割分担（家計・家事・育児等）に、どの程度満足しています

か。 

 

１．とても満足している ２．やや満足している  

３．どちらとも言えない ４. やや不満がある 

５．とても不満がある  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

28.5 

35.0 

22.3 

２

32.2 

30.0 

33.9 

３

21.1 

25.3 

17.3 

４

10.3 

2.9 

17.4 

５

5.0 

4.3 

5.8 

無回答

3.0 

2.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

（ｎ=333）

男性

（ｎ=168）

女性

（ｎ=162）

１．とても満足している ２．やや満足している ３．どちらとも言えない

４．やや不満がある ５．とても不満がある 無回答

現在の家庭内の役割分担の満足度について、「１．とても満足している＋２．やや満

足している」が男女ともに 50％を超えている。一方で、「４．やや不満がある」と

答えた割合は女性が 17.4％、男性が 2.9％となっている。 

４ 



 

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

問４ 結婚や家庭生活に関するア～キについて、あなたの考えに近い選択肢（番号）を選んでく

ださい。（○はそれぞれ１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 

項目 

賛
成 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
反
対 

反
対 

わ
か
ら
な
い 

ア 結婚は個人の自由であるから、結婚はしても

しなくてもどちらでもよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

イ 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない １ ２ ３ ４ ５ 

ウ 夫婦が別々の姓を名乗ること（選択的夫婦別

姓）を認めるほうがよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

エ 事実婚を認めるほうがよい １ ２ ３ ４ ５ 

オ 同性婚を認めるほうがよい １ ２ ３ ４ ５ 

カ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである １ ２ ３ ４ ５ 

キ 「男の子は男らしく」「女の子は女らしく」育

てるほうがよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

⻈
賛
成
⻉
が
多
い
傾
向 

⻈
反
対
⻉
が
多
い
傾
向 

①

56.7 

47.9 

31.9 

33.3 

37.5 

1.1 

4.9 

20

26.5 

25.5 

21.5 

28.7 

25.8 

9.2 

19.0 

③

8.2 

12.3 

13.0 

9.7 

5.7 

24.5 

21.2 

④

1.9 

3.6 

13.9 

5.0 

9.3 

48.6 

35.7 

⑤

3.7 

6.9 

16.1 

18.8 

17.5 

12.6 

15.3 

無回答

3.0 

3.8 

3.6 

4.5 

4.1 

4.0 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

凡例

ア 結婚は個人の自由であるから、結

婚はしてもしなくてもどちらでもよい

イ 結婚しても必ずしも子どもを持つ

必要はない

ウ 夫婦が別々の姓を名乗ること（選

択的夫婦別姓）を認める方がよい

エ 事実婚を認める方がよい

オ 同性婚を認める方がよい

カ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべ

きである

キ 「男の子は男らしく」「女の子は

女らしく」育てる方がよい

①賛成 ②どちらかといえば賛成 ③どちらかといえば反対

④反対 ⑤わからない 無回答

結婚や家庭生活に関する考えについて、『賛成』（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）をみ

ると、「ア 結婚は個人の自由であるから、結婚はしてもしなくてもどちらでもよい」が

83.2％と最も割合が高い。一方、『反対』（「どちらかといえば反対」＋「反対」）をみると、

「カ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」が 73.1％と最も割合が高い。 

５ 



 

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

３）仕事について 

問６ あなたは、職場において、次にあげるア～カについて性別によって差があると思いますか。

あなたの考えに近い選択肢（番号）を選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

 

選択肢 

 

 

 

項目 

男
性
の
ほ
う
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
ほ
う
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

平
等
に
な
⻒
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
の
ほ
う
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

女
性
の
ほ
う
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

ア 募集や採用の条件 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ 賃金・昇進・昇格 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ 人事配置 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ 教育や研修制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ 仕事の内容 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ 全体的に １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

8.5 

13.6 

10.2 

4.1 

6.1 

8.4 

20

24.9 

30.5 

24.7 

12.3 

19.3 

26.5 

③

45.3 

36.3 

37.1 

59.2 

43.2 

41.2 

④

1.9 

1.0 

6.4 

1.6 

9.2 

4.1 

⑤

1.3 

1.0 

2.0 

1.1 

2.3 

2.0 

⑥

15.8 

15.8 

17.6 

19.5 

17.9 

15.7 

無回答

2.2 

2.0 

1.9 

2.2 

1.9 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

凡例

ア 募集や採用の条件

イ 賃金・昇進・昇格

ウ 人事配置

エ 教育や研修制度

オ 仕事の内容

カ 全体的に

①男性のほうが優遇されている ②どちらかといえば男性のほうが優遇されている

③平等になっている ④どちらかといえば女性のほうが優遇されている

⑤女性のほうが優遇されている ⑥わからない

無回答

職場における性差に対する考えをみると、すべての項目において「平等になっている」が最も高い割合

となっており、特に「エ 教育や研修制度」については 59.2％と約６割を占めている。一方で、「イ 賃金・

昇進・昇格」については『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」＋「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」）のほうが、『女性優遇』（「女性の方が優遇されている」＋「どちらかといえば女性の方が優遇されてい

る」）よりも 42 ポイント高くなっている。 

６ 



 

①

21.7 

21.3 

37.3 

8.6 

1.1 

1.6 

2.9 

②

38.3 

45.2 

37.9 

9.7 

2.6 

6.1 

6.9 

③

26.8 

22.2 

14.2 

14.5 

10.0 

19.7 

22.5 

④

7.1 

6.8 

4.4 

60.7 

79.9 

65.9 

61.0 

無回答

6.1 

4.4 

6.3 

6.6 

6.4 

6.4 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

ア）性的マイノリティ（性的少数者、

セクシュアルマイノリティ）

イ）LGBT（LGBTQ・LGBT＋、LGBTs）

ウ）カミングアウト

エ）アウティング

オ）SOGI（ソジ）

カ）浦添市性の多様性を尊重する社会

を実現するための条例

キ）浦添市パートナーシップ宣誓証明

①内容もよく知っていた ②内容を少し知っていた ③聞いたことはある

④知らなかった 無回答

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

４）性の多様性について 

問 16 あなたは、性の多様性に関する次のア～キの言葉を知っていますか。あてはまる選択肢

（番号）を選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

 

 選択肢 

 

 

項目 

内
容
も
よ
く 

知
⻒
て
い
た 

内
容
を
少
し 

知
⻒
て
い
た 

聞
い
た
こ
と 

は
あ
る 

知
ら
な
か
⻒
た

ア）性的マイノリティ 

（性的少数者、セクシュアルマイノリティ） 
１ ２ ３ ４ 

イ）LGBT（LGBTQ・LGBT＋、LGBTs） １ ２ ３ ４ 

ウ）カミングアウト １ ２ ３ ４ 

エ）アウティング １ ２ ３ ４ 

オ）SOGI（ソジ） １ ２ ３ ４ 

カ）浦添市性の多様性を尊重する社会を実現するため

の条例 
１ ２ ３ ４ 

キ）浦添市パートナーシップ宣誓証明 １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
性の多様性に関する語句の認知度について、『知っていた』（「内容もよく知っていた」＋「内容を

少し知っていた」）語句をみると、「ウ）カミングアウト」が 75.2％と最も割合が高い。一方、

「知らなかった」語句をみると、「オ）SOGI」が 79.9％と最も割合が高い。 

 

７ 



 

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

問 17 あなたは、家族や友人など身近な方から性的少数者（セクシュアルマイノリティ）であ

ることを打ち明けられたとしたら、どのように思いますか。 

 

１．理解したいと思う ２．応援したいと思う 

３．いままで通り接する 

５．その時にならないとわからない 

７．違和感がある 

４. 距離を置きたいと思う 

６．一部の人たちのことで、身近な問題ではない 

８．その他（             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

30.9 

23.3 

37.6 

２

10.0 

12.6 

7.9 

３

39.9 

43.4 

36.3 

４

0.4 

0.7 

５

12.9 

12.4 

13.6 

６

0.6 

1.0 

0.2 

７

0.8 

0.5 

1.1 

８

1.5 

2.5 

0.6 

無回答

3.1 

3.6 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

（ｎ=526）

男性

（ｎ=249）

女性

（ｎ=267）

１．理解したいと思う ２．応援したいと思う

３．いままで通り接する ４．距離を置きたいと思う

５．その時にならないとわからない ６．一部の人たちのことで、身近な問題ではない

７．違和感がある ８．その他

無回答

身近な方から性的少数者であることを打ち明けられた場合について、「３．いままで通

り接する」が 39.9％と最も割合が高い。 

８ 



 

１

1.7 

1.3 

1.3 

２

3.8 

2.4 

5.3 

３

8.3 

8.6 

8.0 

４

81.4 

83.0 

81.5 

５

1.0 

0.3 

0.7 

無回答

3.7 

4.5 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

（ｎ=526）

男性

（ｎ=249）

女性

（ｎ=267）

１．よくある ２．たまにある ３．ほとんどない ４．まったくない ５．答えたくない 無回答

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

問 18 あなたは今までに、自分のからだの性と心の性が異なることや、好きになる相手の性別

などに悩んだことはありますか。（○は１つ） 

 

１．よくある ２．たまにある 

３．ほとんどない 
５．答えたくない 

４. まったくない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の性などに悩んだ経験をみると、「２．ない」が 81.4％と最も割合が高くなってい

る。『ある』（「１．よくある」＋「２．たまにある」）と回答した人は全体の 5.5％を占め

ている。 

９ 



 

（２）調査の結果概要 ＜一部抜粋＞ 

10 

５）男女共同参画社会について 

問 20 次のア～キの言葉について、知っていますか。あてはまる選択肢（番号）を選んでくだ

さい。（○はそれぞれ１つ） 

 

選択肢 
 
 
 
 
 
項目 

内
容
も
よ
く
知

⻒
て
い
た 

内
容
を
少
し
知

⻒
て
い
た 

聞
い
た
こ
と
は

あ
る 

知
ら
な
か
⻒
た 

ア 浦添市男女共同参画行動計画 １ ２ ３ ４ 

イ 浦添市 市民協働・男女共同参画ハーモニーセンター １ ２ ３ ４ 

ウ 多様性社会（ダイバーシティ） １ ２ ３ ４ 

エ ジェンダー（社会的性差） １ ２ ３ ４ 

オ ワークライフバランス（仕事と家庭の調和） １ ２ ３ ４ 

カ アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見） １ ２ ３ ４ 

キ デートＤＶ（恋人間で起こるＤＶ） １ ２ ３ ４ 

 

①

1.3 

3.1 

12.1 

17.0 

31.8 

6.8 

17.3 

②

10.0 

10.7 

23.0 

38.5 

30.3 

12.0 

25.3 

③

31.5 

32.9 

29.9 

25.1 

18.0 

21.5 

22.3 

④

51.6 

47.5 

28.7 

13.6 

14.1 

53.6 

29.3 

無回答

5.7 

5.9 

6.2 

5.8 

5.8 

6.0 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

ア 浦添市男女共同参画行動計画

イ 浦添市 市民協働・男女共同参画

ハーモニーセンター

ウ 多様性社会（ダイバーシティ）

エ ジェンダー（社会的性差）

オ ワークライフバランス（仕事と家庭

の調和）

カ アンコンシャス・バイアス（無意識

の偏見）

キ デートＤＶ（恋人間で起こるＤＶ）

①内容もよく知っていた ②内容を少し知っていた ③聞いたことはある

④知らなかった 無回答

男女共同参画に関する語句の認知状況について、「内容もよく知っていた」をみると「オ ワー

クライフバランス」が 31.8％と最も割合が高く、次いで「キ デートＤＶ」が 17.3％、「エ ジ

ェンダー」が 17.0％となっている。一方、「知らなかった」割合が高い項目をみると「カ アン

コンシャス・バイアス」が 53.6％、「ア 浦添市男女共同参画行動計画」が 51.6％、「イ 浦添市 

市民協働・男女共同参画ハーモニーセンター」が 47.5％となっている 


